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Uber den Einfluss der Milz auf den Kohlenhydratstoflwechsel.

(Ein experimenteller Versuch.)

Von

Masanobu Fujii.

Eingegangen am 25. Februar 1935.

Das Verhaltnis der Milz zum Kohlen

hydratstoffwechsel ist bisher zwar von 

vielen Forschern untersucht und ziemlich 

geklart warden; man findet aber, wenn 
man jedes einzelne Versuchsresultat ge

nau betrachtet, widersprechendes unter 

denjenigen Resultaten, die man unter 

denselben Versuchsbedingungen erreicht, 

und dazu herrscht noch eine Unklarheit 

daruber Bestandteil des Hormons der 

Milz auf den Kohlenhydratstoffwechsel 

einwirkt. Infolgedessen stellte ich mit 

gesunden Hunden versehiedenartige Ex

perimente an, um obenerwahnte Probleme 
zu losen, und kam zu folgenden Ergeb

nissen.

1) Milzexstirpation. Dabei senkt 

sich die nach der Injektion des Trauben
zuckers erscheinende Hyperglykamie 

langsam.

Das Leberglykogen vermindert sich 

mehr als bei einer Kontrolle, aber des 

Muskelglykogen zeigt gegenuber einer 

Kontrolle keinen Unterschied. Der histo

logische Befund stimmt mit durch chemi

sche Mittel erreichten Versuchsresultaten 

uberein.

2) Injektion von Milzextrakt. Da

bei wird die Senkung dieser Hypergly

kamie gefordert. Das Leberglykogen 
vermehrt sich gegenuber einer Kontrolle, 

doch erfahrt das Muskelglykogen keine
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quantitative Veranderung. Der histolo

gisehe Befund stimmt mit durch chemi
sche Mittel erreichten Versuchsresultaten 

uberein.

3) Injektion von Cholin. Dabei 

wird die Senkung dieser Hyperglykamie 

gefodert. Das Leberglykogen vermehrt 
sich gegenuber einer Kontrolle, aber das 

Muskelglykogen zeigt gegenuber einer 

Kontrolle keinen Unterschied. Der his

tologische Befund stimmt mit durch 

chemische Mittel erreichten Versuchs

resultaten uberein.

4) In Milzextrakt ist eine cholinar

tige Substanz enthalten, welcbe auf den 

Kohlenhydratstoffwechsel fordernd ein

wirkt. (Autoreferat.)
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主要文獻

第1章　 緒 論

脾臓ガ諸種新陳代謝ニ對 シ重要ナル關係 ヲ

有スル臓器タル事ハ,幾 多先人ノ業績 ニヨリ

明白ナ リ.

脾臓 ト含水炭素新陳代謝 トノ關係ハTogawa

氏(1920)ガ,脾 臓 ハ含水炭素新陳代謝ニ關與

スル内分泌的機能 ヲ有ス臓器ナリトシ,葡 萄

糖液ノ靜脉内注入ヲナシタルニ,剔 脾家兎ハ

正常象兎ニ比 シ注射後ノ過血糖強度ニシテ且

持續時間ノ長時ニ亙ルヲ觀察 シ,又 脾臓越幾

斯 ノ皮下注射ニヨリ輕度 ノ過血糖 ノ招來 スル
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ヲ實驗 報 告 セ シ以 來,此 方 面 ニ於 ケル業 績 相

次 デ發 表 セ ラル ル ニ至 レリ.

Montemartini氏(1929)及 ビMard氏(930)

ハ脾臓 ヲ剔 出 スル モ血 糖 ノ變 化 ナ シ トナ セ シ

モ,野 間(1926),小 室(1925),宮 村,徳 田,

藤原(1932), Bierry(1924), Rothery及 ビ

Levina(1924),　 Marino(1926)等 諸 氏 ハ脾

臓 剔 出 ニ據 リ血 糖 ノ上 昇 ヲ來 シ葡 萄糖 ノ同 化

作 用 ハ正 常動 物 ニ比 シ低 下 ヲ來 ス ヲ報 ゼ リ.

 Quarta氏(1927)ハ 犬 ニテ諸 種 ノ糖 類 ノ投 與

後 糖 尿 ヲ測定 シ,牌 臓 剔 出 後,糖 「トレラ ン

ツ」ノ減 退 ヲ證 明 セ リ. Bouisset氏, Rouzaud

氏 及 ビSoula氏(1930)等 ハ,家 兎 ニ テ脾 臓

越 幾斯 注射 ニ ヨ リ過 血糖 竝 ニ屡 々糖 尿 ノ惹 起

スル ヲ認 メタ ル モ犬 ニ テ ハ何 等作 用 ナ シ トセ

リ. Mark氏(1930)ハ 脾 臓 ノ經 口的 投 與 ニ ヨ

リ血糖 ノ低 下 ヲ來 ス ヲ報 ジ, Marx氏(1930)

ハ 脾臓 剔 出後 ノ糖 「トレラ ン ツ」 ノ低 下 ハ脾

臓 越 幾斯 ノ經 口的 投 與 ニ ヨ リ正 常 トナ リ得 ト

稱 シ, E. Flaum氏 及 ビA. Schlesinger氏

(1933)ハ 白 色鼠 ニテ 剔 脾 後 ハ 糖 「 トレラ ン

ツ」ノ減 退 ヲ來 スモ, 2匹 ノ白 色鼠 ニ施 行 セル

Parabioseversucheニ 於 テ1匹 ノ脾臓 剔 出 ヲ

ナ ス モ,他 ノ1匹 ノ殘 留 セル脾 臓 ノ代 償 的 機

能 ニ ヨ リ正 常 ノ含 水炭 素 新 陳 代 謝 ヲ營 ミ得 ル

ヲ證 明 セ リ.

脾臓 ト膵 臓 トノ内分 泌 機 能 ニ 關 シ テ ハ,

 Massaglia氏(1930)ハ 膵 臓 ノ部 分 的 剔 出 ニ ヨ

リ惹起 セル輕 症 糖 尿 病 犬 ニ テ脾 臓 剔 出 ニ ヨ リ

更 ニ増 惡 スル ヲ報 ジ, Marx氏 ハ脾 臓 越 幾 斯

ハ糖 尿病 患 者 ノ食 餌 性 過 血 糖 ヲ著 明 ニ抑 制 ス

ル 作 用 ア リ トナ シ,小 室 氏(1930)ハ 家 兎 ニ テ

脾 臓 剔 出 ニ ヨ リ「イ ン シユ リン」血 糖 低 下 作 用

ハ抑 制 セ ラ レ「ア ド レナ リ ン」過血 糖 ハ促 進 サ

ル ル ヲ證 明 セ リ。

上 述 ノ如 ク脾 臓 ノ含 水 炭 素 新 陳 代 謝 ニ及 ボ

ス影 響 ニ就 テ ハ諸 氏 ノ實 驗 報 告 ニ ヨ リ犬 ニ闡

明 セ ラ レタ ル觀 ア リ.然 レ ドモ飜 ツ テ個 々ノ

實 驗 成績 ニ就 キ點 檢 ス ル時 ハ殆 ド同 一 ナ ル 要

約 ノ許 ニ施 行 セ ラ レタ ル實 驗 ニ シテ尚 ホ相 反

スル成 績 ア リ.且 又脾 臓 ノ如 何 ナ ル 「ホル モ

ン」 様 物 質 ガ糖 代 謝 ニ影 響 ヲ及 ボス ヤ ノ問 題

ハ,其 ノ實 驗 報 告 少 ク未 ダ不 明 ノ點 多 々ア リ.

之 余 ガ恩 師 石 山 教 授 御 指 導 ノ許 ニ本 研 究 ヲ企

テタ ル所 以 ニ シテ幾 多 實 驗 ヲ重 ネタ ル結 果 茲

ニ 多 少見 ル ベ キ成 績 ニ到 着 セ リ ト信 ズ ル ヲ以

テ之 ヲ報 告 シ諸 賢 ノ御 批 判 ヲ仰 ガ ン トス.

第2章　 脾 臓 剔 出 ノ葡 萄 糖 靜 脉 内 注

入 後 ノ血 糖 量,肝 臓 竝 ニ筋

肉 糖 原 質 量 ニ及 ボ ス 影 響

第1節　 緒 言

脾 臓 剔 出後 ノ血 糖 ニ關 シ, Bierry Rothery

 et Levina氏(1924)等 ハ,犬 ニ テ脾 臓 剔 出 後

血 漿 中 ノ糖 量 ハ約50%増 加 ス ト述 ベ,野 間 氏

(1926)ハ 家 兎 ニ テ剔 脾 後5日 乃 至10日 間 ハ

術 前 ニ比 シ稍 々高 ク,其 ノ後 日 ヲ經 ル ニ從 ヒ

漸 次 手 術前 ノ値 ニ接 近 スル ト稱 シ, Dieners

tein u. Geness氏(1929), Gold u. Schnitzler

氏(1926)等 モ亦 脾 臓 剔 出後 空 腹 時 血 糖 ノ上

昇 ヲ觀 察 セ リ.脾 臓 剔 出 後 野 間 氏 ハ家 兎 ニ,

 Marino氏 ハ犬 ニ,「 ア ドレナ リ ン」或 ハ「イ ン

シユ リン」 ヲ注 射 シ血 糖 量 ニ就 テ檢 索 セル ニ,

 Marino氏 ハ脾 臓 ヲ剔 出 スル モ 「ア ドレナ リ

ン」過 血 糖 ハ影 響 ナ シ トセ シモ,野 間 氏 ハ「ア
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ド レナ リ ン」 過血 糖 ノ曲線 ハ剔 出前 ノ夫 レニ

比 シ低 ク徐 々 ニ最 高 ニ達 シ又徐 々ニ下 降 ス ル

ヲ述 べ,小 室 氏 ハ脾臓 剔 出 ニ ヨ リ 「ア ドレナ

リン」 過 血糖 ハ助 長 セ ラ レ,「 イン シユ リ ン」

ニ ヨル血 糖 下 降 作 用 ハ抑 制 セ ラルル ヲ報告 セ

リ.村 尾 氏(1930)ハ 家 兎 ニ 「イン シユ リ ン」

或 ハ「ア ドレナ リン」注射 後 肝 臓 糖 原 質 量 ヲ檢

セ ル ニ,脾 臓 剔 出 ニ ヨ リ「イ ン シユ リン」ノ糖

原 生 成 作 用 ハ抑 制 セ ラ レ,「 ア ドレナ リン」ノ

作 用 ハ増 強 ヲ來 シ肝臓 糖 原 質 ノ著 明 ノ減 少 ヲ

招 來 セ リ ト述 ベタ リ.山 田氏(1931)ハ 家 兎 ニ

テ 脾臓 剔 出前 後 ニ於 テ葡 萄 糖 對kg 0.75gヲ

靜 脉 内 注 入ナ シ檢 セ ル ニ,脾 臓 ノ存 在 ハ過 血

糖 ノ消 長 ニ對 シ何 等影 響 ヲ及 ボサ ザ ル モ ノノ

如 シ ト稱 セ リ.反 之Marino氏 ハ犬 ニ テ脾臓

剔 出後,糖 負 荷 ヲナ シタ ル ニ術 前 ニ比 シ過 血

糖 曲線 ノ程 度 強 キ ヲ述 べ,野 間 氏 ハ剔 脾 家 兎

ニ葡萄 糖 液 注 入 ナ セバ正 常 家 兎 ニ比 較 シ糖 同

化 機能 ハ著 明 ニ障 碍 セ ラ レ,過 血糖 曲線 ハ高

ク且 長 時 間 ニ亙 リ持續 ス,而 シテ肝臓 糖原 質

ハ術 後 旬 日間 ニ於 テハ 正常 家 兎 ニ比 シ特 ニ生

成 糖 原 量 ノ少 キ モ ノ ア リシモ概 シテ 其 ノ差 僅

少 ニ シ テ,筋 肉 糖 原質 ハ牌 臓 ノ有 無 ニ ヨル影

響 全 ク認 メ得 ズ ト稱 セ リ.村 尾 氏(1930)ハ 家

兎 ニテ脾 臓 剔 出 後糖 負荷 ヲ ナ ス時 ハ,正 常 家

兎 ニ比 シ過 血糖 ハ其 ノ程 度 強 ク且長 時 間 ニ亙

リ糖 注 入 ニ ヨル肝 臓 内糖 原 質 生 成 ノ減 少 ヲ來

ス ヲ報 告 シ,藤 原 氏(1932)モ 村 尾氏 ト同様 ノ

成 績 ヲ得 タ リ.即 チ文 獻 ニ就 キ之 ヲ 見 ルニ大

勢 ハ剔 脾 後 ニ於 テ ハ糖 同化 機 能 ノ抑 制 ヲ肯 定

セ ン トス ルガ如 シ.此 見解 果 シテ正 シキ ヤ否

ヤ余 ハ次 ノ如 キ實 驗 ヲ行 ヒタ リ.

第2節 　 實 驗 材 料 及 ビ實 驗 方 法

試験動 物ハ生後1, 2年 前後 ニテ體重7kg乃 至

11kgノ 正常犬 ヲ使用 シ,妊 娠,出産 後等 ノモ ノハ

總テ使用 ヲ避 ケタ リ.購 入後1週 間以上一定 ノ食

餌 ヲ與 へ試驗前 日午後3時 ヨ リ絶食 セシメ タリ.

正常犬 ニ3日 乃至5日 ノ間隔 ヲ置 キ2囘 以上葡萄

糖液 ノ注入 ヲナシ各犬固有 ノ血糖 曲線 ヲ決定 シ,

脾臓 剔出前後 ノ血糖量 ノ消長 ニ 就キ 比 較 研 究 セ

リ.

無水葡萄糖(Merck製)ハ20%ハ 割合 ニ蒸餾水

ニ溶解 シ體重1kgニ 對 シ5.0ccヲ 後肢 外側皮下靜

脉 ニ50.0ccヲ50秒 ノ速度 ニテ注 入セ リ.血 糖測

定法 ハHagedorn及 ビJensen氏 法 ヲ用 ヒ タリ.

肝臓竝 ニ筋肉糖原質 ノ測定ハ脾臓剔出後6日 ニ

施行 セ リ.準備 トシテ剔脾犬ハ40時 間内外 絶食セ

シメ食物 ヨ リ來ル影響 ヲ可久的 避 ケタリ.手 術臺

ニ背 位ニ固定 シ,「 ヌペル カイ ン」ノ局所麻 醉 ニテ

正中切開 ヲ加へ腹腔 ヲ開 キ.肝 臓右葉 ノ邊縁 ヨ リ

楔状 ニ4.0g程 切除 シ腹膜 筋肉 及 ビ 皮膚 ノ縫合 ヲ

行 ヒ,更 ニ右後肢上部 ニ切開 ヲ加 へ四 頭 股 筋 約

4.0gヲ 切除 シ筋 肉竝 ニ皮膚 ノ縫合 ヲ行 ヒ,次 デ左

下肢 ノ皮下靜脉 ニ葡萄糖液 ノ注 入 ヲナ シ,注 射後

束 縛 ヲ解 キ檻内 ニテ自由ニ生活 セ シメタ リ.糖 注

入後90分 再 ビ固定 器 ニ固定後,開 腹 ヲナ シ肝臓 左

葉 ヨ リ約4.0g左 側四頭股筋 ヨリ約4.0gヲ 切除セ

リ.肝 臓及 ビ筋肉 ヨリ切 除セル4.0gノ 内3.0gハ

化學的定量 ニ供 シ,殘 部ハ組織學 的檢索 ノ爲純 酒

精 内ニ貯藏 セ リ.糖 原質測定法 トシテハ岩崎,毛

利氏改良法 ヲ用 ヒテ糖 原質 ヲ葡萄糖 ニ轉化 セ シメ

而 シテ後Bertrand氏 法 ニヨ リテ葡萄糖 ノ定量 ヲ

ナ シ,間 接 ニ肝 臓竝 ニ筋 肉糖 原質量 ヲ測定 セ リ.

肝臓及 ビ筋 肉 ヨ リ切除 セル組 織片 ハ出來得ル限

リ速 ニ純酒精 ニテ固定 シ,後,「 バ ラフイ ン」包埋

法 ニテ切片 ヲ作 リ,「ヘマ トキ シリン」染色, Best

氏「カ リウム,カ ル ミン」染色法 ヲ行 ヒテ組織學的
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ニ檢索 セ リ.

脾 臓 剔出 法

「モ ル フイ ン,ス コボ ラ ミン」液(鹽 酸 「モ ル フ イ

ン」3.0g「 ス コボ ラ ミン」0.0005gヲ 水100.0ccニ

溶解 ス)對kg 0.3乃 至0.4ccニ テ麻 醉,固 定 器 ニ固

定 後,腹 部 ノ剃 毛 ヲナ シ沃度 丁幾 及 ビ次 亞 硫 酸 酒

精 ニテ 腹 部 ノ消 毒 ヲ嚴 重 ニ行 ヒ タ リ.正 中線 ニ沿

ヒ臍 上 部 ニ長 サ 約7cm程 ノ切 開 ヲ加 へ,筋 層 竝 ニ

腹膜 ヲ開 キ左側腹腔 内 ニ示指 及 ビ中指 ヲ挿入 ナ シ

脾 臓 ヲ腹腔外 ニ索引 シ,脾 臓 ニ出入 スル總 テ ノ血

管 ノ結紮 ヲ行 ヒ,後,脾 臓 ヲ剔 出 シ腹膜筋 層及 ビ

皮膚 ノ3層 縫合 ヲ行 ヒ タリ.

第3節 　 實 驗 成 績

A.血 糖 量 ニ及 ボ ス影 響

第1表

第1例.剔 脾後 ハ剔脾前 ニ比 シ過血糖 ノ低

下緩徐ナ リ.糖注入援15分 ヨリ過血糖 ノ低下抑制

ヲ認 メ,剔 脾 前ニテハ90分 ニ寡血糖 ヲ示 スモ,剔

脾後ハ90分 ニテハ 尚 ホ 過血糖 ヲ呈 シ120分 ニ寡

血糖發來 ス.

第2例.糖 注入後90分 迄 ハ剔 脾 後ハ剔 脾

前 ニ比 シ過血糖 ノ著明ナル低下抑制 ヲ認ム.剔 脾

前 ニテハ寡血糖60分 ニ發來スル モ,剔 脾後 ハ120

分 ニテ尚ホ寡 血糖 ヲ認 メズ.

第3例.剔 脾後 ハ剔脾前 ニ比 シ過 血糖 ノ低

下非常ニ緩 徐ナ リ.剔脾前 ニ於 テハ60分 ニ寡血糖

90分 ニ最低血糖 ヲ示 スモ,剔脾後 ハ60分, 90分 ニ

テハ尚 ホ過血 糖 ヲ呈 シ120分 ニテ寡 血糖 發來ス.

第4例.糖 注入後90分 迄 ハ剔脾 後 ハ 剔 脾

前 ニ比 シ過血糖 ノ低下抑制 ヲ認 ム.剔脾前 ハ60分

ニ寡血糖 發來 スル モ剔脾後 ハ90分, 120分 ニテモ

尚 ホ寡血糖 ヲ認 メズ.

第5例.剔 脾後ハ剔脾前 ニ比 シ30分, 45

分, 60分 ニテハ著明ナル過 血糖 ノ低下抑制 ヲ認 ム.

剔 脾前 ハ既 ニ45分 ニ寡 血 糖 ヲ示 スモ,剔 脾後 ハ

45分, 60分 ニテハ尚 ホ過 血糖 ヲ呈 シ90分 ニ於テ

寡 血糖 ヲ認 ム.

以上5例 ノ剔脾 前後 ニ於 ケル糖 負荷前後 ノ血糖

最 ヲ平均 ス レバ次表 ノ如 シ.
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B.肝 臓竝ニ筋肉糖原質量ニ及ボス影響

第2表
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L.ハ 肝臓糖原質 ノ略

M.ハ 筋肉糖原質 ノ略

表示 スルガ如 ク,

葡萄糖液 注入前後 ノ

肝 臓糖 原質含有率差

ハ,各 例 ヲ平均 ス レ

バ0.335%(増 加)ト

ナル,之 ヲ手術 ヲ行

ヘル對照試驗(岡 山

醫學 會雜誌昭和9年

10月 號参照)ノ 肝 臓

糖原質 平均0.489%

(増加)ニ此 スレバ明

カニ減少 ヲ示 ス.筋

肉糖原質含有率差 ハ

平均0.213%(減 少)

ニ シテ,對 照 試 驗

ノ筋 肉 糖 原 質 平 均

0.207%(減 少)ニ 比

シ大差無 シ.

第4節 　 組織 學 的 所 見

第1例(42號)

糖 注入前.肝 臓,肝 細葉全般 ニ亙 リ多數 ノ肝

細胞 原形質内 ニ於テ微細 ナル「グ リコゲー ン」顆粒

ヲ中等數認 ムルモ,星 芒細胞,膽 管上皮細胞,血

管内被 細胞内 ニテハ證明 セズ.筋 肉,筋 纎維 ノ横

斷面 ニ就テ觀 ルニ,筋 漿 ハ全般 ニ淡紅色 ヲ呈 シ筋

纎維 鞘直下 ニ於テ濃染 セル「グ リコゲー ン」顆粒 ヲ

認 ム.

糖 注入後.肝 臓.糖 注入前 ニ比 シ増量 ヲ來ス.

肝細葉 全般 ニ亙 リ肝 細胞原形質 内ニ稍 々粗大 ナル

「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ認ム.筋 肉.糖 注入前 ニ比

シ減少 ス.筋 纎維鞘 ノ直下偏在 セル微細 ナル 「グ

リコゲ ーン」顆粒 ヲ認 ム.尚 ホ筋漿全般 ニ亙 リ淡

紅色 ヲ呈 スル筋纎維散在 ス.

第2例(40號)

糖注 入前.肝 臓,肝 細葉 ノ中心帶 ニ於 ケル中
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等 數 ノ肝 細胞 原形 質 内 ニ,濃 染 セル 稍 々 粗大 ナ ル

「グ リコゲ ー ン」顆 粒 ヲ 中等 數認 ム ル モ,血 管内 被

細胞,星 芒 細胞,贍 管 上 皮 細胞 内 ニ テ ハ證 明 セズ.

筋 肉,筋 纎維 ノ横 斷 面 ニ就 テ 觀 ル ニ,筋 漿 バ 一般

ニ淡 紅 色 ヲ呈 シ,筋 纎 維 鞘 ノ直 下 ニ稍 々偏 在 シ テ

濃 染 セ ル「グ リコゲ ー ン」顆 粒 ヲ中 等 數認 ム.

糖 注 入 後.肝 臓.「 グ リコゲ ー ン」ハ 多少 増 量

ヲ來 ス.細 葉 中 心 靜脉 周 圍 ニ於 ケル 中等 數 ノ肝 細

胞 原 形質 内 ニ於 テ,濃 染 セ ル「グ リコゲ ー ン」顆 粒

ヲ認 ム.筋 肉,糖 注 入前 ニ比 シ「グ リ コ ゲー ン」量

ノ減 少 ヲ來 セ リ.筋 漿 ハ 一般 ニ淡 紙 色 ヲ呈 ス ル モ

處 々濃 染 ス ル處 ア リ.筋 漿 中 ニ少 數 ノ微細 ナ ル「グ

リコゲ ー ン」顆 粒 ヲ認 ム.

第3例(39號)

糖 注 入 前.肝 臓,肝 細葉 全 般 ニ亙 リ多 數 ノ肝

細胞 原形 質 内 ニ,稍 々粗 大 ナ ル「グ リコゲ ー ン」顆

粒 ヲ多數認 ム ルモ,血 管 内被 細胞,星 芒 細胞 及 ビ

膽 管 上皮 細 胞 内 ニ 證 明 セ ズ.筋 肉,筋 漿 ノ談 紅 色

ヲ呈 ス ル モ ノ多 數 存 在 ス ル モ,「 グ リコゲ ー ン」顆

粒 トシテ認 メ ラ ルル モ ノ比 較 的 少 シ.

糖 注 入後.肝 臓,「 グ リコ ゲ ー ン」量 ノ増 量 ヲ

來 ス.肝 細葉 全 體 ニ亙 リ多 數 ノ肝 細 胞 原 形 質 内 ニ

於 テ,濃 染 セ ル 「グ リコゲ ー ン」 顆 粒 ヲ認 ム.筋

肉,「 グ リコ ゲ ー ン」量 減少 ヲナ ス.筋 漿 ハ 濃淡 一

様 ナ ラズ.筋 漿 内 ニ稍 々平 等 ニ微 細 ナ ル 「グ リコ

ゲ ー ン」顆 粒 ヲ認 ム.

第4例(28號)

糖 注 入 前.肝 臓,切 片邊 縁 部 ニ於 ケ ル肝 細 葉

ハ 平等 ニ淡 紅 色 ヲ呈 シ,少 數 ノ肝 細 胞 原 形 質 内 ニ

微細 ナ ル「グ リコゲ ー ン」顆粒 ヲ認 ム.筋 肉,筋 纎

維 ノ横 斷 面 ニ就 テ 觀 ル ニ,筋 漿 ハ 一様 ニ淡 紅 色 ヲ

呈 シ.筋 纎 維 鞘 下 ニ濃染 セ ル 中等 數 ノ 「グ リコゲ

ー ン」顆 粒 ヲ認 ム.

糖注入後.肝 臓,細 葉中心靜脉周圍 ニ於 ケル

稍 々多數 ノ肝細胞 原形質 内ニ於 テ.濃 染 セル 「グ

リコゲ ーン」顆粒 ノ中等數 ヲ認 ム.血 管 内被細胞,

膽管上皮 細飽,星 芒細胞内 ニハ「グ リコゲー ン」顆

粒 ヲ認 メズ.筋 肉,「 グ リコゲー ン」稍 々減少 ス.

筋 纎維 ハ平等 ニ淡紅色 ヲ呈 シ.顆 粒 トシテ認 メラ

ルルモ ノ比較的少 シ.

第5例(25號)

糖 注入前.肝 臓.切 片邊縁 ニ於 ケル少數 ノ肝

細胞原形質 内ニ於 テ,微 細 ナル「グ リコゲーン」顆

粒 ヲ認 ム,筋 肉,筋 纎維 横斷面 ニ就テ觀 ルニ,筋

漿 ハ淡紅色 ヲ呈 シ,筋 纎維鞘直下 ニ於テ偏 在 スル

「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ中等數認 ム.

糖 注入後.肝 臓,増 量 ヲ來 ス.肝 細葉 内 ニ於

テハ平等 ニ淡紅色 ヲ呈スル肝細胞多數存在 シ,肝

細胞原形質 内ニ於 テ少 數 ノ微細ナル 「グ リコゲ ー

ン」顆粒 ヲ認 ム.筋 肉,稍 々著明 ナル減少 ヲ來 ス.

少 數 ノ筋纎維鞘 直下ニ淡染セル微細ナル 「グ リコ

ゲ ーン」顆粒 ノ極 少數 ヲ認 ム.

第5節 　 本章 ノ概 括

以 上 行 ヘ ル實 驗 成績 ヲ 概 括 ス レバ 次 ノ如

シ.

脾臓剔出後5日 ニ糖負荷 ヲナス時,剔 出後

ハ剔出前 ニ比 シ著明 ナル過血糖 ノ低下抑制 ヲ

認ム.

脾臓剔出後6日 ニ糖負荷ヲナス時,肝 臓糖

原質含有量ハ糖注入前 ニ比シ増加ヲナスモ對

照ニ比 シ減少ヲ來ス,筋 肉糖原質ハ減少ヲ來

スモ對照ニ比 シ大差無 シ.

組織學的所見ハ化學的ニ檢索 セル實驗成績

ト全 ク一致ス.
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第3章 　 脾 臓 越 幾 斯 ノ葡 萄 糖 靜 脉 内

注 入 後 ノ血 糖 量,肝 臓 竝 ニ

筋 肉糖 原 質 量 ニ 及 ボ ス影 響

第1節　 緒 言

脾 臓 越 幾 斯 ト糖 代 謝 トニ關 シ, Togawa氏

(1920)ハ 脾 臓 越 幾斯 ハ血 糖 上昇 作 用 ヲ有 シ,

肝臓 糖 原 質 ノ分解 ヲ促 進 スル モ ノナ リ ト稱 セ

リ.反 之, Marx氏(1930)ハ 家 兎 ニ テ25%葡

萄 糖 液對kg 1.6gヲ 經 口的 ニ投 與 シ檢 セル ニ

脾 臓 剔 出 ニ ヨ リ低 下 セル糖 「トレラ ン ツ」ノ蛋

白 ヲ除 去 セル脾 臓 越幾 斯 ノ經 口的 投 與 ニ ヨ リ

恢 復 ス ト報 告 シ,藤 原 氏(1932)ハ 家 兎 ニテ

剔 脾 後 糖 負荷 ヲナ ス時,過 血 糖 ハ正 常 家 兎 ニ

於 ケル ヨ リ常 ニ高 度 ニ發 現 ス ル モ,其 ノ血糖

上 昇 ハ脾 臓 越 幾 斯 及 ビ 「ヒ ヨール」 酸 ノ作 用

ニ依 リ抑 制 セ ラ レ,兩 者 ヲ同 時 ニ作 用 セ シム

レバ 其 ノ程 度 一 層著 明 ナ リ ト報 告 シ,立 石 氏

(1934)ハ 家 兎 ニテ剔 脾 後 上昇 セル糖 排 出 閾 ハ

脾 臓 越 幾 斯或 ハ「ヒ ヨー ル」酸 ノ皮 下 注 射 ニヨ

リ正 常 ニ復 ス ル ト述 ベ タ リ.

余 ハ脾 臓 越 幾 斯 ノ正 常血 糖 ニ及 ボ ス影 響 ニ

就 テ檢 シ,更 ニ脾臓 水 越 幾 斯 ニ テ前 處 置 セル

後 葡萄 糖 液 ノ靜 脉 内注 入 ヲ ナ シ,血 糖 量,肝

臓 竝 ニ筋 肉 糖 原質 ノ量 的 測 定 ヲ行 ヒ,脾 臓 越

幾斯 ノ糖 代謝 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 キ檢 索 ヲ行 ヒ

タ リ.

第2節　 實驗 材 料 及 ビ實驗 方 法

實驗材料 トシテハ第2章 第2節 ニ記載 セル ト同

様 ナル モノニ シテ 體重5kg乃 至9kgノ モ ノヲ使

用 セ リ.

脾臓越幾斯 トシテハ水越幾斯 ヲ使用セ リ.先 ヅ

1箇 ノ脾臓 ヨ リ抽 出セル水越幾斯全量 ノ1/2, 1/3, 1/4

量 ヲ正常犬 ノ皮下 ニ注射 ナシ,正 常血糖 ニ及 ボス

脾臓越幾斯 ノ影響 ニ就 テ檢 セ リ.

次デ前述 セル ト同様 ナル方法 ニテ葡萄糖液注入

後 ノ各犬 固有 ノ血糖曲線 ヲ決定 シ,同 一犬 ニ數 日

ヲ經 テ脾臓水越幾斯 ノ皮下注射 ヲ行 ヒ, 15分 後葡

萄糖液 ノ靜脉内注入 ヲナシ,豫 メ決定 セル各犬固

有 ノ血糖 曲線 ト比較研究 セ リ.

肝臓竝 ニ筋肉糖 原質 測定 ハ準備 トシ テ40時 間

内外 ノ絶 食ヲナサ シメ,第2章,第2節 ニ記載 セ

ル ト同様 ナル方法 ニテ開腹 ヲナシ肝臓竝 ニ筋肉 小

片 ノ切除 ヲ行 ヒ,腹 膜,筋 肉及 ビ皮膚 ノ縫 合後,

脾臓水越幾斯 ノ皮下注射 ヲナシ,後15分 ニ葡萄糖

液 ノ靜脉 内注入 ヲ行 ヒ, 90分 後再 ビ開腹 シ肝臓及

ビ筋肉小片 切除 ヲ行 ヒ,夫 等材料 ニ就 キ化學的定

量竝ニ組 織學的 檢索 ヲ行 ヒ タリ.

脾臓水越幾斯 ノ製法

生後6箇 月乃至1年 ノ健康 ナル正常犬 ヲ無菌的

ニ開腹 ナ シ,脾 臓 ヲ切除 シ可久的血液 ヲ駆除 シ タ

ル後乳鉢 ニ入 レ,細 斷 シ適宜 ニ海砂 ヲ混 ジ入念 ニ

摺潰 シ粥状 トナス.之 ニ脾臓重量 ノ5倍 ノ滅菌 蒸

餾水ヲ混和 シ,電 氣振盪器 ニテ10時 間振盪 シ12

時間氷室 内ニ靜置 ス.次 デ遠心沈澱器 ニカケ濕 セ

ル濾紙 ヲ通 ジテ濾過 ス.濾 液 ニEisenoxydlosung

ヲ徐々ニ添加 シ蛋 白ヲ沈澱 セシメ,更 ニ 「カオ リ

ン」 ヲ加へ遠心沈澱器 ニカケ濾過 ス.濾 液 ハ全 ク

水 様透明 トナル.以 上 ノ處置ハ總 テ無菌的 ニ行 ヒ

タ リ.

第3節　 實 驗 成 績

A.脾 臓 水 越 幾 斯 ノ血 糖 量 ニ及 ボ ス

影 響

1)脾 臓 水越幾 斯 ノ正常 血糖 ニ及ボス影響

正常犬 ニ1箇 ノ脾臓 ヨリ抽 出セル水越幾期全量

ノ1/2, 1/3, 1/4量 ヲ皮 下注射 ナシ次 ノ如 キ成績 ヲ

得 タリ.
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第3表

1/2注射 セル第1例,第2例 共 ニ30分 ニ於テ輕

度 ノ血 糖 低下 ヲ來 シ, 1/3注射 セル第3例,第4例

ハ15分 ニテ血糖 ノ低下 ヲ示ス. 1/4注射 セル第5

例ハ殆ド血糖ニ變化ヲ認メザルモ第6例 ハ60分

, 90分 ニ血糖 ノ低下ヲ認 ム.

2)對 照試驗

第4表

正常犬 ニ生理的食鹽水 ヲ注入ナ シタル ニ15分,

 30分 ニ輕度 ノ血糖 上昇 ヲ認 ムル外著變 ナ シ.

3)脾 臓水越幾斯ノ葡萄糖液注入後ノ過血糖ニ

及 ボス影響

第5表

T.ハ 葡萄糖ノ略　 E.ハ 脾臓水越幾斯ノ略
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第1例.脾臓水越幾斯ニテ前處置スル時ハ,

糖ノミノ注入時ニ比シ,糖注入後15分ヨリ過血糖

ノ低下促進ヲ来ス. 90分ニ最低血糖0.077%ヲ示

シ,糖 ノミ注入セル最低血糖0.098%ニ比シ著明

ナル低下ヲ認ム.

第2例.脾 臓水越幾斯ニテ前處置スル時ハ,

糖ノミ注入時ニ比シ,糖注入後15分ヨリ過血糖低

下促進作用ヲ来ス.過血糖ハ45分ヨリ120分ニ及

ビ糖ノミノ注入時ニ比シ長時間持續スルヲ認ム.

第3例.脾 臓水越幾斯ニテ前處置スル時ハ,

糖ノミ注入時ニ比シ,糖注入後15分ヨリ60分ニ

至ルマデ過血糖低下促進ヲ來ス,寡血糖ハ糖ノミ

注入時ニ比シ長時ニ亙ル.

第4例.輕 度ナル過血糖低下促進セルヲ認

ム.

第5例.脾 臓水越幾斯ニテ前處置スル時 ハ,

糖ノミノ注入時ニ 比シ15分 ヨリ過血糖低下促進

セルヲ認ム.寡血糖ハ60分 ヨリ120分 ニ及ビ糖ノ

ミノ注入時ニ比シ長時ニ亙ル.

以上5例 ノ糖注入前後ノ血糖量ヲ平均スレバ次

ノ如 シ.
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B.脾 臓水越幾斯ノ糖原質量ニ及ボス影響

第6表

脾臓水越幾斯 及ビ葡

萄糖 液注入駒後 ニ於 ケ

ル糖 原質含有率差ハ,

肝臓平均0.532%(増 加)

トナ リ,之 ヲ葡萄糖液

ノ ミ注入 セル時 ノ對照

試驗(岡 山醫學 會雜誌

昭和9年10月 參照)ノ

肝 臓平均0.316%(増 加)

ニ比 シ増量 ヲ認 ム.筋

肉糖原質 ハ平均0.181

%(減 少)ト ナ リ,之 ヲ

葡萄糖液 ノミ注入 セル

時 ノ筋 肉糖 原質0.189

%ニ 比 シ大差ナ シ.

第4節　 組織 學 的 所 見

第1例(36號)

糖注入前.肝 臓,肝 細葉 中心 靜脉周圍 ニ濃染

セル稍 々多數 ノ肝 細胞 ヲ認 ム.其 ノ一部 ニ於 テ肝

細胞原形質内 ニ微細ナ ル 「グ リコゲー ン」顆粒 ヲ

稍 々普遍的 ニ證 明 ス.筋 肉,筋 纎維 ノ横斷面ニ就

テ觀ル ニ,筋 漿中殊 ニ筋 纎維鞘 ノ直下 ニ於 テ多數

ノ濃染 セル「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ認ム.尚 ホ筋纎

維 間ニテモ少數 ノ粗大 ナル「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ

證 明ス.

糖注入後.肝 臓,著 明ニ増 量 ヲ來 セ リ.肝 細

葉全般 ニ亙 リ濃染 セル多 量 ノ「グ リロゲ ーン」顆 粒

ヲ以 テ充滿 セラ レタル肝 細胞 ノ多數 ヲ認 ム.膽 管

上皮細胞,血 管内被 細胞 内ニハ「グ リコゲー ン」顆
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粒 ヲ認 メズ.筋 肉,糖 注入前 ニ比 シ稍 々減少 ス.

筋漿 ハ全般 ニ亙リ淡紅色 ヲ呈 シ微細 ナル 「グ リコ

ゲ ーン」顆粒 ヲ筋 漿内ニ證明 ス.

第2例(37號)

糖注入前.肝 臓.肝 細葉 中心 靜脉 ノ周圍 ニ原

形質 ノ淡紅色 ヲ呈セル肝細胞群 在 ス.肝 細胞 ノ少

數 ノモ ノハ胞 體内或 ハ胞體邊縁 ニ濃染 セル少量 ノ

「グリコゲーン」顆粒 ヲ認 ム.筋 肉,筋 纎維 ノ横斷

面ニ就 テ觀 ルニ,筋 漿就中筋繊維鞘 ノ直下 ニ濃染

セル「グ リコゲー ン」顆粒 ヲ認 ム.

糖注入後.肝 臓,「 グ リコゲーン」ハ著明ナル

増量 ヲ來 ス. Glisson氏 鞘 ニ接 スル一部分 ヲ除 ク

以外 ハ,稍 々禰漫性 ニ肝細胞 原形質内 ニ濃染 セル

「グリコゲーン」顆粒 ヲ認ム.筋 肉,「 グ リコゲー

ン」量稍 々減少 ス.筋 漿ハ一般 ニ淡紅色 ヲ呈 シ筋

漿中 ニ濃染セル微細ナ ル「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ認

ム。

第3例(35號)

糖注入前.肝 臓,肝 細葉全般 ニ亙 リ原形質 内

ニ微細 ナル「グ リコゲー ン」顆粒 ヲ中等數藏 セル肝

細胞 ヲ認 ム.筋 肉,筋 漿 ハ淡紅色 ヲ呈 シ筋纎維 鞘

直下 ノミナラズ中心部 ニ於テ微細濃染 セル 「グ リ

コゲーン」顆粒 ヲ認ム.

糖注入後.肝 臓,糖 注入前 ニ比 シ増量 ヲナス.

肝 細葉全般 ニ亙 リ普遍的 ニ原形質内 ニ濃染 セル多

量 ノ稍 々粗大ナル「グ リコゲーン」顆粒 ヲ以テ充滿

セル肝細胞 ノ多 數 ヲ認 ム.筋 肉,糖 注入前 ニ比 シ

稍 々滅少 ヲ來セ リ.筋 漿 ハ一般 ニ淡紅色 ヲ呈 シ筋

纎維鞘直下 ニ偏在 セル微細ナル「グ リコゲ ーン」顆

粒 ヲ認 ム.

第4例(34號)

糖注入前.肝 臓.切 片邊縁部 ノ細葉 中心靜脉

ノ周圍 ニ於 ケル肝細胞原形質内 ニ微細 ナル 「グ リ

コ ゲ ー ン」顆 粒 ノ少 數 ヲ認 ム.筋 肉,筋 漿 中 ニ稍 々

平 等 ニ微 細濃 染 セ ル「グ リ コゲ ー ン」顆 粒 少 數 ヲ認

ム.

糖 注 入 後.肝 臓,糖 注 入前 ニ比 シ増 量 ヲ來 セ

リ.肝 細 葉 ノGlisson氏 鞘 ニ接 ス ル 部 分 ヲ除 キ

稍 々普 遍 的 ニ微 細 ナ ル「グ リコゲ ー ン」顆 粒 ヲ證 明

ス.筋 肉,糖 注 入 前 ニ 比 シ稍 々 減少 ヲナ ス.筋 漿

内 ニ普遍 的 ニ存 在 ス ル微 細 ナ ル「グ リコ ゲ ー ン」顆

粒 ヲ證 明 ス.

第5例(31號)

糖 注 入 前.肝 臓,肝 細葉 全 體 ニ亙 リ原 形 質 内

ニ微 細 ナル 「グ リコゲ ー ン」顆 粒 ヲ有 ス肝 細 胞 ノ多

數 ヲ認 ム.筋 肉,筋 漿 ハ 淡紅 色 ヲ呈 シ筋 纎 維 鞘 下

ニ濃 染 セ ル「グ リコゲ ー ン」顆 粒 ヲ認 ム.

糖 注 入 後.肝 臓,「 グ リコ ゲ ー ン」ハ糖 注入 前

ニ比 シ増 量 ヲ來 セ リ肝 細 葉 全 般 ニ亙 リ濃 染 セ ル微

細 ナル「グ リコゲ ー ン」顆 粒 ノ多 量 ヲ充 満 セ ル多 數

ノ肝 細 胞 ヲ認 ム.筋 肉,稍 々糖 注 入 前 ニ比 シ減 少

ヲ認 ム.筋 漿 中 殊 ニ筋 纎 維 鞘直 下 ニ於 テ 濃染 セル

「グ リコ ゲ ー ン」顆 粒 ヲ認 ム.

第5節　 本章ノ概括

以上行ヘル實驗成績ヲ概括 ス レバ次 ノ如

シ.

正常犬ニ脾臓水越幾斯 ノ注入ヲナス時 ハ,

時ニ正常血糖ニ何等影響 ヲ及 ボサザル事 アル

モ,概 シテ輕度ナル血糖低下 ヲ來ス.

脾臓水越幾斯ニテ前處置シテ後,糖 負荷 ヲ

行 フ時ハ,糖 ノミノ注入時ニ比 シ過血糖低下

促進ヲ來ス.肝 臓糖原質ハ對照ニ比 シ増量ヲ

來 スモ,筋 肉糖原質ハ對照ニ比 シ大差無 シ.

組織學的所見ハ化學的ニ檢索セル實驗成績

ト全ク一致 ス.
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第4章　 脾 臓 ニ 存在 ス ル迷 走神 經 刺

戟 素 ニ就 テ

第1節　 緒 言

近時 内 分泌 ニ關 スル研 究隆 盛 トナ リ脾臓 モ

亦 「ホル モ ン」 ヲ分 泌 シ,脾 臓越 幾 斯 中 ニ該

「ホル モ ン」ヲ含 有 ス ル ト信 ズル モノ多 キニ至

レ リ.然 レ ドモ脾臓 ホ ル モ ン」ノ本態 ニ關 シ

テ ハ未 ダ不明 ノ域 ヲ脱 セズ.

Kokas氏(1926)ハ 脾 臓 「ホ ル モ ン」ハ 水,

「アル コホ ル」,「 エ ー テル」 ニ 可溶 性 ニ シテ

50℃ ノ熱 ニ耐 フル トナ シ,得 能 氏(1931)ハ

脾 臓 水越 幾斯 中 ニ ハ脾 臓 「ホ ル モ ン」 ヲ含 有

シ,該 物 質 ハ水 ニ浸 出 シ「アル コホル」ニ可 溶

性 ニ シテ,熱 ニ對 シ相 當抵 抗 力強 ク,動 物膜

ヲ透 折 セズ ト稱 シ,朴 氏(1931)ハ 脾臓 越 幾 斯

ノ有效 成分 ハ水,「 アル コホ ル」,「 ア セ トン」

ニ可溶 性 目耐 熱性 ニ シテ100℃ ニ30分 加 熱

スル モ破 壊 セ ラ レザ ル物質 ナ リ ト述 べ,田 中

屋 氏(1932)ハ 脾 臓 越 幾 斯 ノ本態 ハ脾 臓 内特 殊

内 分 泌 物 質 ニ シテ,水,「 アル コホル」,「エ ー

テ ル」,「 アセ 卜ン」 等 ニ浸 出 スル 事 ヲ得 ル ト

報 告 セ リ.

余 ハ前 章 ニ於 テ正 常 犬 ニ脾 臓 越 幾 斯 注 射 後

糖 負荷 ヲナ ス時,糖 ノ ミノ注 入時 ニ比 シ過 血

糖 ソ低 下 促 進竝 ニ肝 臓 糖 原質 ノ増 量 ヲ招 來 セ

リ.此 實驗 成績 ハカ ツテ余 ガ「ピロ カル ピ ン」

ニ テ迷 走 神 經 刺 戟 後 糖 負 荷 セル 實 驗 成 績(岡

山醫 學 會 雜 誌 第46年11號 參 照)ニ 略 ボ一 致

ス.此 實 驗 結 果 ヨ リ余 ハ脾 臓 越 幾 斯 中 ニ迷 走

神 經 刺 戟素 ノ存 在 ヲ豫 想 シ,之 ガ本 態 ニ就 キ

次 ノ如 ク檢 索 ヲ企 テ タ リ.

第2節　 實 驗 方 法

A.化 學 的 檢 索

第3章 第2節 ニテ記載 セル方法 ニテ脾臓越幾斯

ヲ製 シ,之 ヲ50℃ ニテ蒸發 セシメ極 メテ少量 トナ

リシ殘餘液ニ,「 メチール,ア ル コホル」ヲ加 フ レ

バ白濁 ス.白 色 沈澱物 ヲ濾過 シ此濾液 ニ約5倍 量

 ノ「アセ トン」ヲ加 フレバ沈澱物 ヲ生 ズ.之 ヲ更 ニ

Stanek氏 試 藥 ニ ヨ ル 結 晶

Zeiss Ok. K. 7, Obj. 10, KL. 40cm
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濾過 シ再 ビ低温 ニテ蒸發 セシメ眞空乾燥裝置 ニ貯

藏 セ リ.檢 査時無水「アルコホル」ニ溶解 シ使用 セ

リ.

1) Stanek氏 試藥

脾臓越幾斯 ノ無水「アル コホル」溶液 ヲ載物硝子

ニ塗布 シ乾燥後, Stanek氏 試藥 ヲ滴下 セバ,暫 時

ニシテ針状 ノ結晶 ヲ顯微鏡 下ニ見得 べ シ.

2)鹽 化白金

脾臓越幾斯 ノ無水「アル コホル」溶液 ニ鹽化 白金

「アルコホル」飽和溶液 ノ數滴 ヲ加 ヘ數時間放置

ス.後 之 ヲ濾過 シ殘渣 ヲ蒸餾水 ニ溶解 シ,之 ヲ水

溶 内ニテ蒸發 シ極 メテ少量 トナ リシ液 ヲ冷却 シ,

載 物硝 子 ニ塗布後乾燥 ス レバ顯微鏡下 ニ黄色6角

立方體状 ノ結晶 ヲ見得 べ シ.

鹽 化 白 金 ニ ヨ ル 結 晶

Zeiss Ok. K. 7, Obj. 10, KL. 40cm

B.生 理 學 的 檢 索

第3章 第2節 ニ於 テ記 載 セ ル方 法

ニ ヨ リ製 セ ル 脾臓 越 幾 斯 ヲ低 温 ニ

テ蒸 發 シ脾 臓1箇 ヲ約20.0ccニ 濃

縮 セ シモ ノヲ使 用 セ リ.

1)家 兎 血壓 ニ關 ス ル實 驗

家 兎 頸 動脉 ニテ 血 壓 ヲ測 定 セ ル

ニ,脾 臓 水 越 幾 斯1.0ccノ 耳 殻 靜

脉 内 注 入 ニ ヨ リ明 カ ニ之 ヲ下 降 セ

シ ム ル ヲ得 タ リ.

2)家 兎 ノ小 腸 ニ及 ボ ス影 響

Magnus氏 法 ニ ヨ リ,リ ン ガ ー,

ロ ツ ク氏液 ニ テ保 生 セ ル家 兎 ノ剔

家兎 血壓 ニ對 スル脾 臓越幾 斯 ノ作用

脾臟 越幾斯用 量1.0cc注 射 時標3秒
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出小 腸 片 ニ脾 臓 越 幾 斯1.5ccヲ 作用 セ シ メ タル ニ,

蠕 動 亢 奮 ト筋 緊 張度 ノ昂 進 トヲ認 メ得 タ リ.

家 兎 腸 片 ニ對 ス ル脾 臓 越 幾 斯 ノ作 用

リン ガ ー,ロ ツ ク氏液50.0cc

温度39℃ 時 標1分 用 量1.5cc

以上 ノ結晶學的,生 理學的檢索結果ハ,余 ガ對

照 トシテ使用 セルMerck製 鹽酸「ヒヨ リン」ト全 ク

相 一致 ス.

第3節　 本 章 ノ概 括 竝 ニ考 察

脾臓 越 幾斯 ヨ リStanek氏 試 藥 ニ ヨ リ針 状

ノ結 晶 ヲ,鹽 化 白金 ニ ヨ リ黄 色6角 立 方體 状

ノ結 晶 ヲ得 タ リ.更 ニ脾 臓 越 幾 斯 ノ静 脉 内 注

入 ニ ヨ リ家 兎 ノ血 壓 ヲ低下 セ シメ,又 家 兎 ノ

剔 出腸 片 ニ作 用 セ シメ蠕 動 亢進 ト筋 緊 張度 ノ

昂進 ヲ認 メタ リ.「 ヒヨ リン」ノ結 晶 化學 的 檢

索 ニハStanek氏 試 藥 及 ビ鹽 化 白金 ハ最 モ鋭

敏 ニ シテ,余 ノ得 タ ル結 晶 ハ對照 トシテ使 用

セルMerk製 鹽酸 「ヒ ヨ リ ン」 ト全 ク一致 ス.

「ヒヨ リ ン 」ハ之 ヲ靜 脉 内 注 入 スル時 ハ血 壓 ヲ

下 降 スル 作用 ア リ. Halliburton氏(1905)ハ

本 作 用 ハ内臓 血管擴 張 ノ結 果 二次 的 ニ起 ル モ

ノ トナ シ, Muller氏 ハ心 臓 内 血 液 ノ鬱 滯竝 ニ

四 肢,腸 管,腎 臓,大 脳 等 諸 臓 器 ノ血 管 擴 張

ニ歸 セ リ. Hunt u. Taveau氏 等 ハ猫 ニ テ

「ア セ チー ル,ヒ ヨ リン」ノ少 量 注 射 ニ テ數 秒

間 ノ血 壓 ノ下 降 ヲ實 驗 シ,尾 崎 氏 ハ少 量 ノ「ヒ

ヨ リン」 ハ單 ニ一 過 性 ノ血 壓 下 降 作用 ノ ミ有

ス レ ドモ,適 當 量 ニテ ハ 先 ヅ血 壓 ヲ下 降 セ シ

メ次 デ反 對 ニ上 昇 セ シメ更 ニ再 ビ下 降 セ シム

ル モ ノナ リ ト云 ヘ リ.

「ヒヨ リン」 ノ腸 片 ニ 對 ス ル 作 用 ニ 就 テ

Muller氏 ハ 猫 ノ小腸 ニテ 實 驗 セル結 果,筋

緊 張 ノ 著 シ ク 亢 進 ス ル ヲ 認 メ,該 作 用 ハ

Auerback氏 神 經 叢 或 ハ夫 レヨ リ末 梢 部 ニ及

ブ モ ノナ ラ ン ト推 定 シ, Kuhlwein氏 ハ 實驗

的 ニ腸 蠕動 ノ亢 進 ス ル ヲ述 べ,新 井氏 ハ 人工

的 ニ惹 起 セ シメタ ル腹 膜 炎 時 ニ於 ク ル腸 管 麻

痺 ハ「ヒ ヨ リ ン」ノ應 用 ニ ヨ リ恢 復 ス ル ヲ證 明

シ, Loffer u. Guggenheim氏, Dale氏, Le

 Heux氏 等諸 氏 ハ,「 ア セチ ー ル,ヒ ヨ リン」ハ

小腸 ニ對 シ興 奮 的 ニ作 用 スル モ ノ ナ リ ト報 告

セ リ.脾 臓 越 幾 斯 ノ血 壓 竝 ニ腸 管 ニ及 ボ ス作

用 ハ「ヒ ヨ リン」ノ夫 レ ト相 一致 スル ヲ認 ム.

余 ハ脾臓 越 幾斯 ヨ リ得 タ ル結 晶 ハ對 照 トシ

テ 用 ヒタ ルMerck製 鹽 酸 「ヒ ヨ リン」 ト全 ク

同 様 ニ シテ,尚 ホ之 ヲ確 證 セ ンガ爲 家 兎 血壓

竝 ニ腸 管 ニ就 テ檢 索 セル ニ,其 ノ作 用 ハ鹽 酸

「ヒ ヨ リ ン」ト相 一致 セ リ.

第5章　 鹽 酸 「ヒ ヨ リン」ノ葡 萄 糖 静

脉 内注 入 後 ノ過 血 糖,肝 臓

竝 ニ筋 肉 糖 原 質 量 ニ 及 ボ ス

影 響

第1節　 緒 言

Gurber氏(1891)ハ 副 腎 ニ ハ血 壓 ニ對 シ上
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昇 ヲ來 ス物 質 ノ他 ニ下 降 ヲ來 ス物質 アル ヲ報

ジ, Kutscher氏 ハ血 壓 下 降 物質 ヲ副 腎 ヨ リ化

學 的 ニ抽 出 分 離 シ,次 デLohmann氏(1907)

ハ生 理 學 的 作 用 ヲ研 究 シ,其 ノ物質 ハ副 腎 皮

質 ニ多 量 ニ含 有 ス ル「ヒ ヨ リ ン」ナ ル事 ヲ確 認

シ,之 ガ「ア ドレナ リン」ト拮 抗 的 作 用 アル ヲ

提 唱 セ リ.「 ヒ ヨ リン」ノ血糖 ニ及 ボ ス影 響 ニ

就 テ觀 ル ニ, Frank u. Isaak氏 等 ハ「ヒ ヨ リ

ン」ハ 「ア ド レナ リン」過 血糖 ニ何 等 ノ影響 ヲ

及 ボサ ズ ト述 べ, Borstein氏 及 ビVogel氏

ハ犬 ニ,櫻 井 氏 ハ家 兎 ニ「ヒ ヨ リ ン」ノ皮 下 注

射 ヲナ シ過 血糖 ノ惹 起 スル ヲ報 ジ,西 田氏 ハ

「ヒヨ リン」 ノ一 定量 ヲ家 兎 ノ皮 下 ニ 注 射 ス

ル時 ハ必 ズ輕度 ノ過 血 糖 ヲ招 來 ス ル ト述 ベタ

リ.反 之Dresel氏 及 ビZemmin氏 等 ハ健 康

人竝 ニ糖 尿 病 患者 ニ就 キ「ヒ ヨ リ ン」ノ皮 下注

射 後 血 糖 減 少 スル ヲ認 メ,清 松 氏 ハ家 兎 ニ テ

「ヒ ヨ リ ン」ハ正 常 血 糖 ヲ低 下 セズ又 「ア ドレ

ナ リン」 過 血 糖 ニ對 シ何 等 抑 制作 用 無 シ ト報

告 セ リ.「 ヒ ヨ リン」ノ血 糖 ニ及 ボス影 響 ニ就

キ記 載 セ ル文 獻 少 シ トセズ,然 レ ドモ「ヒ ヨ リ

ン」 ニ テ迷 走 神經 刺 戟 後糖 負 荷 ヲナ シ過 血糖

ノ消 長 肝 臓 竝 ニ筋 肉糖 原 ニ關 ス ル文 獻 ナ シ.

余 ハ前 章 ニ テ脾 臓 越 幾 斯 中 ニ迷走 神經 刺 戟

素 ヲ含有 シ,迷 走 神 經 刺 戟素 ハ「ヒ ヨ リ ン」様

物 質 ナ ル ヲ確 證 セ リ.然 ラバ「ヒ ヨ リ ン」ハ糖

代 謝 ニ對 シ如 何 ナ ル影 響 ヲ及 ボ ス カ ヲ知 ラ ン

ガ 爲次 ノ如 キ檢 索 ヲ行 ヒタ リ.

第2節　 實 驗 材 料 及 ビ實 驗 方 法

實驗材料 トシテ第2章 第2節 ニ記載 セル ト同樣

ナルモ ノヲ使用 セ リ.

鹽酸 「ヒヨリン」對kg 1.0mg, 3.0mg．5.0mg

ノ皮下 注 射 ヲ ナ シ正 常 血 糖 ニ及 ボ ス鹽 酸 「ヒヨ リ

ン」 ノ影 響 ニ就 テ 檢 セ リ.次 デ 前 述 セル ト同 樣 ナ

ル方 法 ニ テ葡萄 糖 液 注 入 後 ノ各 犬 固 有 ノ血 糖 曲 線

ヲ決 定 シ,同 一犬 ニ數 日 ヲ經 テ 鹽酸 「ヒ ヨ リ ン」對

kg 30mgノ 皮 下 注 射 ヲ行 ヒ, 15分 後 葡萄 糖 液 静

脉 内 注 入 ヲナ シ豫 メ決 定 セ ル 各 犬 固 有 ノ血 糖 曲 線

ト比 較研 究 セ リ.肝 臓 竝 ニ筋 肉 糖 原 質 ノ測 定 ハ 準

備 トシ テ40時 間 内 外 ノ絶 食 ヲ ナ サ シ メ,第2章 第

2節 ニ記 載 セ ル ト同 樣 ナ ル方 法 ニテ 開 腹 ヲ ナ シ,

一 定 部 分 ヨ リ肝 臓 竝 ニ筋 肉 小 片 切除 ヲ行 ヒ,腹 膜,

筋 肉 及 ビ皮 膚 ノ縫 合 後.鹽 酸 「ヒヨ リ ン」 對kg

 3.0mgノ 皮 下 注 射 ヲナ シ,後15分 ニ 葡萄 糖 液 ノ

静 脉 内注 入 ヲ行 ヒ, 90分 後 再 ビ開 腹 シ一 定 部 分

ヨ リ肝 臓 及 ビ筋 肉 小片 切 除 ヲ ナ シ,夫 等 材 料 ニ就

キ化 學 的 定量 竝 ニ組織 學 的檢 索 ヲ行 ヒ タ リ.鹽 酸

「ヒ ヨ リン」ハMerck製 ニ シテ1%ノ 水 溶液 トナ シ

使 用 セ リ.

第3節　 實 驗 成 績

A.鹽 酸 「ヒ ヨ リ ン」ノ血 糖 量 ニ 及 ボ

ス影 響

1)正 常 犬 ニ鹽 酸 「ヒ ヨ リン」對kg 1.0mg,

 3.0mg, 5.0mgノ 皮 下 注 射 ヲ ナ シ次 ノ如 キ成 績 ヲ

得 タ リ(第7表 参 照).

a)鹽 酸 「ヒ ヨ リン」對kg 1.0mg注 射.第1

例,第2例 共 ニ 殆 ド血糖 ニ變 化 ヲ認 メ ズ.

b)鹽 酸 「ヒ ヨ リン」對kg 3.0mg注 射.第3

例 ハ60分, 90分, 120分 ニ,第4例 ハ30分, 60分,

 120分 ニ,第5例 ハ15分, 30分, 90分, 120分 ニ

輕 度 ナ ル 血糖 量 ノ低 下 ヲ來 ス.

c)鹽 酸 「ヒ ヨ リ ン」對kg 5.0mg注 射.第6

例 ハ30分, 60分, 90分, 120分 ニ輕 度 ナ ル 血糖 量

ノ減 少 ヲ來 ス モ,第7例,第8例 ハ共 ニ 血糖 ニ殆

ド變 化 ヲ認 メ ズ.
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第7表

2)鹽 酸「ヒヨ リン」ノ葡萄 液注入後 ノ過血糖 ニ及ボス影響

第8表

第1例.鹽 酸 「ヒ ヨ リン」ニテ前 處 置 ス ル時

ハ,糖 ノ ミノ注 入 時 ニ比 シ糖 注 入 後15分 ヨ リ過 血

糖 ノ低 下 促進 ヲ來 シ,過 血糖 ニ次 デ來 ル寡 血 糖 ハ

45分 ヨ リ120分 ノ長 時 ニ亙 ル ヲ認 ム.

第2例.鹽 酸 「ヒ ヨ リン」ノ皮 下 注 射 後 糖 負

荷 ヲナ ス 時,糖 ノ ミノ注 入 時 ニ比 シ15分 ヨ リ過 血

糖 ノ低 下 促進 ヲ來 シ,糖 ノ ミ注 入 スル時60分 ニ來

ル寡 血糖 ハ,鹽 酸 「ヒ ヨ リン」ニテ 前處 置 ス ル時45

分 ニ發來 ス.

第3例.鹽 酸「ヒヨ リン」ニテ前處置 セル後

葡萄糖液 ノ注入 ヲナス時 ハ、糖 ノミノ注入 時 ニ比

シ糖注入後15分 ヨ リ過 血糖 ノ低下促進 ヲ來 シ,寡

血糖ハ糖 ノミノ注入時 ニ比 シ速 ニ發來 シ其 ノ持續

時間長時 ニ亙ル ヲ認 ム.

第4例.鹽 酸「ヒヨ リン」ノ皮 下注射 後糖 負

荷 ヲナス時 ハ, 糖 ノミノ注入時 ニ比 シ15分 乃至
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45分 間 ニ 於 テ 輕 度 ナ ル過 血糖 ノ低 下 促 進 ヲ來 ス

モ,其 ノ後 ハ 血糖 ニ差 異 ヲ認 メズ.

第5例.鹽 酸 「ヒ ヨ リン」注 射 後糖 負 荷 ヲナ

ス時 ハ,糖 ノ ミ ノ注 入 時 ニ比 シ15分 ニ テ ハ差 異 無

ク, 30分 ニ テ ハ寧 ロ血 糖 ノ上 昇 ヲ來 ス.糖 ノ ミ注

入 スル時60分 ニ發現スル寡 血糖 ハ,鹽 酸「ヒヨ リ

ン」ニテ前處置 スル時 ハ45分 ニテ發 來 シ,其 ノ持

續 長時 ニ亙ル ヲ認 ム.

以上5例 ノ糖 注入前後 ノ血糖量 ヲ平均 スレバ次

表 ノ如 シ.

B.鹽 酸「ヒ ヨ リ ン」ノ糖 原 質 量 ニ及 ボス影 響
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鹽 酸 「ヒ ヨ リ ン」及 ビ葡萄 糖液 注 入前 後 ニ於 ケル

糖 原 質 含 有 率 差 ハ.肝 臓 平 均0.448%(増 加)ト ナ

リ之 ヲ葡 萄 糖 ノ ミ注 入 セル 對 照 試 驗 ノ肝 臓 平 均

0.316%(増 加)ニ 比 シ増 最 ヲ認 ム .筋 肉 糖 原 質 ハ 平

均0.180%(減 少)ト ナ リ,之 ヲ葡萄 糖 ノ ミ注 入 セ ル

時 ノ筋 肉 糖原 質0.189%(減 少)ニ 比 シ大 差無 シ.

第4節　 組 織 學 的 所 見

第1例(70號)

糖 注入 前.肝 臓,肝 細葉 ノ中心帶 ニ近 ク瀰漫

性 ニ存在 スル肝 細胞原形 質内ニ於テ,比 較 的微細

ナル「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ中等數認 ム.筋 肉,筋

繊維 ノ横斷面 ニ就テ觀 ルニ,筋 漿 ハ淡紅色 ヲ呈 シ,

筋繊維 鞘 ノ直下ニ於テ濃染 セル微細 ナル 「グリコ

ゲ ーン」顆粒 ヲ中等 數認 ム.

糖注入後.肝 臓,糖 原質ハ糖注入前 ニ比 シ増

量 ヲ來セ リ.肝 細葉中心帶 ニ近 ク瀰漫性 ニ存在 ス

ル肝細胞 ハ,多 數 ノ小空胞 ヲ生 ジ泡沫状 ニ現ハ ル.

「グ リコゲーン」顆粒ハ「カル ミン」ニ比較的好染 ス

ルモ顆粒 ノ輪廓不 明瞭 ナ リ.筋 肉,糖 注入前 ニ比

シ減量 ヲ來 セ リ,筋 漿ハ一般 ニ淡紅色 ヲ呈 シ,筋

繊維鞘直下 ニ極 メテ微細 ナル「グ リコゲ ーン」顆 粒

ヲ認ム.

第2例(71號)

糖注入前.肝 臟,原 形質内1側 ニ於 テ濃染 セ

ル「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ有 ス肝細胞,細 葉 内處 々

ニ存在ス.筋 肉,筋 漿 ハ 一般 ニ淡紅色 ヲ呈 ス.筋

繊維 ノ1側 邊縁 ニ於テ少數 ノ微細 濃染 セル 「グ リ
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コゲーン」顆粒 ヲ認 ム.

糖注入後.肝 臓,糖 原質 ハ糖注入前 ニ比 シ増

量 ヲ來セ リ.原 形 質内ニ稍 々平等 ニ中等大 ノ 「グ

リコゲ ーン」顆粒 ヲ有 ス肝細胞 ヲ細葉 内處 々ニ於

テ認 ム.筋 肉,糖 注入前 ニ比 シ糖原質 ハ減量 ヲ來

セ リ.少 數 ノ筋繊維1側 邊縁 ニ於 テ少數 ノ 「グ リ

コゲー ン」顆粒 ヲ認 ム.

第3例(72號)

糖 注入前.肝 臓,肝 細胞 原形質内1側 ニ於 テ

濃染 セル微細 ナル「グ リコゲーン」顆粒 ア リ.膽 管

上皮細胞,血 管内被細胞 ニテハ之 ヲ認 メズ.筋 肉,

多數 ノ筋繊維ハ瀰漫性 ニ淡紅色 ヲ呈 シ,筋 繊維 ノ

1側 ニ於 テ微細 ナル「グ リコゲー ン」顆粒 ノ少數 ヲ

認 ム.

精注入後.肝 臓,糖 原質 ハ糖注入前 ニ比 シ増

量 ヲ來 セ リ.原 形質内 ニ於テ中等大 ノ 「グ リコゲ

ー ン」顆粒 ヲ有 ス稍々多數 ノ肝細胞,細 葉 内ニ存

在 ス.筋 肉,糖 原質ハ糖 注入前 ニ比 シ減量 ヲ來 セ

リ.筋 漿ハ一般 ニ淡紅色 ヲ呈 シ少數 ノ筋繊維 ノ1

側 ニ於テ微細ナル 「グ リコゲ ー ン」顆粒 ヲ少數認

ム.

第4例(74號)

糖 注入前.肝 臓,切 片 ノ邊縁 ニ於 テ少數 ノ微

細 ナル 「グ リコゲーン」顆 粒 ヲ有 スル肝 細胞 ヲ認

ム.筋 肉,筋 漿ハ淡紅 色 ヲ呈 シ,各 筋纎 維ニ於 テ

筋纎維 鞘直下ニ濃染 セル微細 ナル「グリコゲー ン」

顆粒 ノ多數 ヲ認 ム.

糖 注入後.肝 臓,糖 原質 ハ糖 注入前 ニ比 シ増

量 ヲ來セ リ.濃 染 セル微細 ノ 「グ リコゲー ン」顆

粒 ヲ有 スル肝細胞 ヲ細葉内 ニ於 テ散在性 ヲ認ム.

筋肉,糖 注入前 ニ比 シ減量 ヲナス.筋 漿ハ淡紅色

ヲ呈 シ,筋 繊維鞘 ノ直 下ニ濃染 セル微細 ナル 「グ

リコゲーン」顆粒 ヲ認 ム.

第5例(75號)

糖注入前.肝 臓,肝 細葉中心帶 ニ於 テ濃染 セ

ル中等大 ノ「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ有 スル肝細胞 ノ

多數 ヲ認 ム.星 芒細胞,膽 管上皮細胞.血 管内被

細胞 ニハ「グ リコゲ ーン」顆粒 ヲ認 メズ.筋 肉,筋

漿 ハ濃染 シ筋繊維 鞘直下 ニ偏 在セル多數 ノ 「グ リ

コゲ ーン」顆粒 ヲ認 ム.

糖 注入後.肝 臓,糖 原質 ハ糖 注入前 ニ比 シ増

量 ヲ來 セ リ.濃 染 セル中等大 ノ「グ リコゲ ーン」顆

粒 ヲ有 スル肝 細胞 ノ多數 ヲ細葉 内ニ認 ム.筋 肉,

糖注入前 ニ比 シ減量 セ リ.筋 漿 ハ濃染 シ總 テ ノ筋

繊維 ニ於 テ偏在 セル多數 ノ「グ リコゲー ン」顆粒 ヲ

認 ム.

第5節　 本章 ノ概 括

以 上 行 へ ル 實 驗 成績 ヲ概 括 ス レバ 次 ノ 如

シ.

正 常 犬 ニ鹽 酸 「ヒ ヨ リン」 對kg 1.0mg,

 3.0mg, 5.0mgノ 注 射 ヲナ ス時 ハ時 ニ血 糖 上

昇 ヲナ ス事 アル モ,一 般 ニ輕 度 ナ ル血 糖 ノ低

下 ヲ來 ス.

鹽 酸「ヒ ヨ リン」注射 後 糖 負荷 ヲナ ス時 ハ,

糖 ノ ミ注 入時 ニ比 シ過 血 糖 ノ低 下 促 進 ヲ 來

シ,且 寡 血糖 ノ持 續 長時 ニ亙 ル ヲ認 ム.肝 臓

糖 原質 ハ 對 照 ニ比 シ増 量 ヲ來 ス モ,筋 肉糖 原

質 ハ對 照 ニ比 シ大 差 無 シ.

組 織 學的 所 見 ハ化 學 的 ニ檢 索 セ ル實驗 成績

ト全 ク一致 ス.

第6章　 總 括 及 ビ考 案

脾 臓 剔出 後 ノ糖 代 謝 ニ就 テ,山 田 氏 ハ家 兎

ニ テ剔 脾 前 後 ニ於 テ,葡 萄糖 液 ノ靜 脉 内注 入

ヲ ナ シタ ル ニ,脾 臓 ノ存 否 ハ過 血糖 ノ消 長 ニ

對 シ何 等 影 響 無 シト 述 ベ シモ, Marino氏 ハ
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犬,野 間 氏,村 尾 氏,藤 原 氏 等 ハ家 兎 ニ テ,

剔 脾 後 ハ正常 時 ニ比 シ過 血 糖 ノ曲線 ハ高 ク且

持續 時 間 ノ長 時 ニ亙 ル ヲ報 ジ,尚 ホ村尾 氏,

野 間 氏 等 ハ剔 脾 後 ハ肝 臓 糖 原 生 成 ノ減 少 ヲ報

告 セ リ.

余 ハ健 康 犬 ニ テ剔 脾 後5日 乃至6日 ニ糖 負

荷 ヲナ シ檢 シタ ル ニ,剔 脾 後 ハ正 常 時 ニ比 シ

過 血糖 ノ低 下 抑 制 ヲナ シ,肝 臓 糖 原 質 ハ對 照

ニ比 シ減 量 ヲ來 シ,筋 肉糖 原 質 ハ對 照 ニ比 シ

大差 無 キ成績 ヲ得 タ リ(第2章,第3節 参 照).

野間,村 尾,藤 原, Marino等 諸 氏 ノ報 告 セ

ル如 ク,余 モ亦 脾臓 剔 出後 ハ糖 同 化 機 能 ニ對

シ抑 制的 作 用 アル ヲ確 證 セ リ.

脾 臓 越 幾 斯 ノ糖 代 謝 ニ及 ボス影 響 ニ關 シテ

ハ,未 ダ諸 家 ニ ヨル實 驗 成績 ノ一 致 ヲ見 ズ.

 Bouisset氏, Rouzaud u. Soula氏(1930)等

ハ家 兎 ニ脾臓 越 幾斯 ヲ注 射 ス ル時,血 糖 ノ上

昇 ト糖 尿 トヲ惹起 スル モ犬 ニ テ ハ何 等 作 用 ヲ

認 メズ ト述 べ,戸 川氏 ハ家 兎 ニ テ脾臓 越 幾斯

ハ血 糖 上 昇 ヲ來 シ且 肝 臓 糖 原質 ノ分 解 ヲ促 進

ス ル モ ノ ナ リ ト報告 セ リ.反 之Marx氏 ハ動

物 試 驗 ニ テ剔 脾 後 ノ糖 「トレ ラン ツ」 ノ低 下

ハ,脾 臓 越 幾 斯 ノ投 與 ニ ヨ リ抑 制 スル ヲ實 驗

シ,尚 ホ糖 尿病 患 者 ノ食 餌 性 過血 糖 ハ脾 臓 越

幾斯 ニ ヨ リ著 明 ニ抑 制 サル ル ヲ確 證 シ,藤 原

氏 ハ家 兎 ニ テ脾 臓越 幾 斯 ニ ヨ リ剔脾 後 ノ糖 同

化機 能 ノ低 下 ハ著 明 ニ恢 復 スル ヲ述 べ,立 石

氏 ハ家 兎 ニ テ剔 脾 後上 昇 セル糖 排 出 閾 ハ,脾

臓 越 幾 斯 ノ應 用 ニ依 リ正 常 ニ復 ス ル ヲ報 告 セ

リ.

余 ハ正 常 犬 ニ蛋 白 ヲ除 去 セル脾 臓 越 幾 斯 ノ

注 射 ヲナ ス時,正 常 血糖 ニ對 シ何 等影 響 ヲ及

ボサ ザ ル事 アル モ概 シテ軽 度 ナ ル血 糖 低 下 ヲ

招 來 シ,脾 臓 越 幾斯 注射 後 糖 負荷 ヲナ ス時 ハ,

過 血糖 ノ低 下 促進 ヲナ シ,肝 臓 糖 原 質 ハ對 照

ニ比 シ増 量 ヲ來 スモ,筋 肉糖 原 質 ハ對 照 ニ比

シ大 差 無 キ成 績 ヲ得 タ リ(第3章,第3節 参

照). Marx氏,藤 原 氏,立 石 氏等 ノ報 告 セル

如 ク余 ノ實 驗 ニ於 テ モ,脾 臓 越 幾 斯 ハ糖 代 謝

ニ對 シ促 進 的 作 用 ヲ有 ス ル ヲ確 誰 セ リ.

脾 臓 越 幾 斯 中 ニ アル 種 ノ「ホル モ ン」ヲ含 有

スル ハ現 今 多 數 ノ學 者 ニ ヨ リ信 ゼ ラ ルル 所 ナ

リ.

脾臓 「ホ ル モ ン」ノ本 態 ニ就 キ, Mazzanti氏

ハ脾 臓「ホル モ ン」ハ 腐 敗 ニ 依 リ其 ノ作 用 ノ増

強 スル ヲ觀 テ「ヒスタ ミン」及 ビ「ヒ ヨ リ ン」様

ノ化 學 的 物 質 ナ ラ ン ト推 定 シ,得 能 氏 ハ水,

「アル コホル 」,朴 氏 ハ水,「 アル コ ホ ル」,「ア

セ トン」, Kokas氏 ハ水,「 アル コホ ル」,「エ

ー テ ル」
,田 中屋 氏 ハ水,「 アル コホ ル」,「エ

ー テ ル」,「 ア セ トン」 等 ニ可 溶 性 ニ シ テ且 耐

熱 性(朴,得 能,田 中屋)ノ 物 質 ナ リ トシ,

 Tangel u. Farkas氏 等 ハ網 状 織 内皮 細 胞 系

統 ヲ刺 戟 ス ル物 質 ナ ラ ン トセ リ.脾 臓 「ホ ル モ

ン」 ノ本 態 ハ諸 家 ノ研 究 ニ ヨ リ漸 次 闡 明 サ ル

ル ニ至 リ シモ,尚 ホ詳 細 ナル 記 載 ヲ缺 キ依 然

トシテ未 ダ不 明 ノ域 ヲ脱 セ ズ.脾 臓 越 幾 斯 ノ

血 糖,肝 臓 竝 ニ 筋肉 糖 原 質 ニ 及 ボス影 響 ニ就

キ考 察 ス ル時,其 ノ實 驗 結 果 ハ 「ビ ロカル ビ

ン」 ニ テ迷 走 神 經 刺 戟 後糖 負荷 セル實 驗 成績

卜略 ボ一致 セル ヲ知 ル(岡 山醫 學 會雜 誌46年

11號 參 照)此 結 果 ヨ リ余 ハ脾臓 越 幾 斯 中 ニ

迷 走神 經 刺 戟 素 ノ存 在 ヲ豫 想 シ,之 ガ檢 索 ヲ

ナ シタ ル ニ,迷 走神 經 刺 戟 素 ハ「ヒ ヨ リン」様

物 質 ナ ル事 ヲ確 證 セ リ.即 チ脾 臓 越 幾 斯 ヨ リ

Stanek氏 試 藥 ニ依 リ針 状 ノ結 晶 ヲ,鹽 化 白 金
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ニ ヨ リ6角 立 方體 状 ノ結 晶 ヲ得,更 ニ脾臓 越

幾 斯 ヲ家 兎耳殻 静 脉 ニ注 入 シテ血 壓 ノ下 降 ヲ

惹 起 シ,家 兎腸 管 ニ作 用 セ シメ腸 蠕動 ノ亢 奮

ト筋緊 張 度 ノ昂 進 トヲ招 來 セ リ.而 シテ之 ガ

「ヒ ヨ リン」様 物 質 ナ ル 事 ハ,石 山教 授 ガ嘗 テ

膽嚢 ヨ リ浸 出 セ ラ レタル 「ヒ ヨ リン」 様 物 質

ト全 ク相 等 シク,且 余 ガ對 照 トシテ使 用 セル

Merck製 鹽 酸「ヒ ヨ リン」ト全 ク一 致 ス ル ヲ以

テ明 カナ リ.

「ヒ ヨ リン」ノ糖 代 謝 ニ及 ボス影 響 ニ就 テ觀

ル ニ,正 常犬 ニ鹽 酸「ヒ ヨ リン」對kg 1.0mg,

 3.0 mg, 5.0mgノ 皮 下 注 射 ニ ヨ リ血 糖 ノ上 昇

ヲ來 ス コ トアル モ一 般 ニ輕 度 ナ ル血 糖 ノ低 下

ヲ來 シ,鹽 酸 「ヒ ヨ リン」對kg 3.0mg注 射 後

糖 負 荷 ヲナ ス時 ハ,葡 萄 糖 液 ノ ミノ注 入時 ニ

比 シ過 血 糖 ノ低 下 促進 ト寡 血糖 ノ持 續 時 間 ノ

延 長 トヲ來 シ,肝 臓 糖 原 質 ハ對 照 ニ比 シ増 量

ヲ ナス モ,筋 肉 糖原 質 ハ對 照 ニ比 シ大 差 無 キ

成績 ヲ得 タ リ(第5章,第3節 参 照).即 チ鹽

酸 「ヒ ヨ リ ン」 ノ糖 代 謝 ニ及 ボ ス影 響 ハ其 ノ

實 驗 結 果 ニ於 テ脾 臟越 幾斯 ト相 一致 セル ヲ知

ル.

以 是觀 之 脾 臓 ハ 「ホ ル モ ン」 トシテ「ヒヨ リ

ン」 様 物 質 ヲ含 有 シ,之 ガ含 水 炭 素新 陳 代 謝

ニ對 シ促 進 的 作 用 ヲ及 ボス一 要 素 ナ リ ト確 信

ス.

第7章　 結 論

1)脾 臓剔出　 糖注入後ノ過血糖 ノ低下

緩漫ナリ.肝 臓糖源ハ對照ニ比 シ減少ヲ來 ス

モ筋肉糖原ハ對照ニ比 シ大差ナ シ.肝 臓竝ニ

筋肉糖原質ノ組織學的所見ハ化學的ニ檢索セ

ル實驗成績 ト一致ス.

2)脾 臓越幾斯注射　 糖注入後 ノ過血糖

ノ低下促進ヲ來 ス.肝 臓糖原質ハ對照ニ比 シ

増量ヲ來 スモ筋肉糖原質ハ對照ニ比 シ量的差

異無 シ.肝 臓竝ニ筋肉糖原質ノ組織學的所見

ハ化學的ニ檢索セル實驗成績 ト一致 ス.

3)鹽 酸「ヒヨリン」注射　 注射葡萄糖液

注入後 ノ過血糖ノ低下ヲ促進ス.肝 臓糖原質

ハ對照ニ比 シ増量ヲ來ス.筋 肉糖原質ハ對照

ニ比シ量的差異ヲ認メラレズ.肝 臓竝ニ筋肉

糖原質 ノ組織學的所見ハ化學的ニ檢索セル實

驗成績 ト一致ス.

4)脾 臓越幾斯中ニ「ヒヨリン」様物質ヲ含

有 シ,之 ガ糖代謝ニ對 シ促進的ニ作用ス.

擱筆スルニ臨ミ恩師石山教授ノ御懇篤ナル

御指導竝ニ嚴正ナル御校閲ニ對シ深甚ナル感

謝ノ意ヲ捧グ.
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